
復
興
に
当
た
っ
て
の
大
原
則
は
、
憲
法
の
国
民
主
権
に
も
と
づ
き
、
「
計
画

は
住
民
合
意
で
、
実
施
は
市
町
村
と
県
・
国
が
連
携
し
、
財
政
の
大
半
は
国
の

責
任
で
」
と
い
う
立
場
に
し
っ
か
り
立
つ
こ
と
で
す
。

し
か
し
菅
政
権
は
、
被
災
者
そ
っ
ち
の
け
で
、
財
界
の
立
場
に
立
っ
た
上
か

ら
の
復
興
計
画
を
押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
政
府
が
設
置
し
た
「
復
興

構
想
会
議
」
（
議
長
・
五
百
旗
頭
（
い
お
き
べ
）
真
・
防
衛
大
学
校
長
）
の
第

三
回
会
合
（
4
月
30
日
）
が
開
か
れ
、
日
本
経
団
連
、
経
済
同
友
会
、
日
本
商

工
会
議
所
の
経
済
3
団
体
か
ら
聞
き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。
財
界
か
ら
は
、
被

災
地
に
一
層
の
困
難
を
も
た
ら
す
計
画
が
列
挙
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
震
災
を
テ
コ
に
、
消
費
税
増
税
・

Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
道
州
制
・
農
業
破
壊
…
強
行
狙
う

経
済
三
団
体
は
、
「
東
北
地
方
を
道
州
制
の
先
行
モ
デ
ル
に
」
「
規
制
緩
和

の
推
進
」
「
農
地
の
大
規
模
化
と
法
人
経
営
の
推
進
」
等
、
大
胆
な
構
造
改
革

を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
復
興
財
源
に
つ
い
て
「
消
費
税
増
税
も
や
む
を
得
な

い
」
と
主
張
し
、
社
会
保
障
費
削
減
を
意
味
す
る
「
財
政
健
全
化
」
と
、
消
費

税
増
税
に
向
け
た
「
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
」
の
着
実
な
遂
行
を
要
求
。

さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
戦
略
に
日
本
を
組
み
込
む
環
太
平
洋
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
推
進
も
求
め
る
し
ま
つ
で
す
。

こ
れ
ら
の
政
策
は
、
震
災
前
か
ら
財
界
が
企
業
の
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る

必
要
が
あ
る
な
ど
と
し
て
求
め
て
き
た
も
の
。
「
格
差
と
貧
困
」
を
拡
大
し
国

民
を
苦
し
め
て
き
た
「
構
造
改
革
路
線
」
そ
の
も
の
で
す
。

国
民
の
批
判
を
受
け
て
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
構
造
改
革
を
、
未
曾

有
の
大
震
災
を
テ
コ
に
一
気
に
進
め
よ
う
と
狙
っ
て
い
る
の
で
す
。

被
災
地
は
疲
弊
し
、
生
活
再
建
は
困
難
に

今
回
の
震
災
で
は
、
「
構
造
改
革
路
線
」
が
救
援
や
復
興
の
重
大
な
障
害
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
「
構
造
改
革
」
に
よ
っ
て
、
被
災
地
で
は
震
災
前

か
ら
地
域
産
業
の
後
退
と
過
疎
化
・
高
齢
化
が
す
す
み
、
さ
ら
に
「
平
成
の
大

合
併
」
で
自
治
体
の
広
域
化
と
公
務
員
削
減
が
押
し
付
け
ら
れ
た
結
果
、
災
害

の
把
握
や
救
援
物
資
の
配
給
に
も
困
難
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
上
の
「
構
造
改
革
」
の
推
進
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
被
災
地
域
を
疲

弊
さ
せ
、
住
民
の
生
活
再
建
を
困
難
に
す
る
だ
け
で
す
。

そ
も
そ
も
、
復
興
構
想
会
議
は
、
「
全
国
民
の
英
知
を
結
集
す
る
」
（
菅
首

相
）
と
い
っ
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
被
災
地
住
民
や
自
治
体
関
係
者
の
声

に
こ
そ
耳
を
傾
け
る
べ
き
で
す
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
現
状
に
は
心
が
痛
み
ま
す
。
大
震
災
か
ら
二
ヶ

月
近
く
に
な
り
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
暖
か
い
食
事
が
な
い
、
風
呂
に
入
れ
な

い
、
な
ど
の
劣
悪
な
避
難
所
が
多
く
残
さ
れ
、
仮
設
住
宅
の
建
設
が
進
ん
で

い
な
い
状
態
で
す
。
「
一
日
も
早
く
、
安
心
と
希
望
が
持
て
る
生
活
を
取
り

戻
し
て
ほ
し
い
」
こ
れ
が
、
多
く
の
国
民
の
願
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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松
本
外
相
は
、
4
月
の
ク
リ
ン
ト
ン
米
国
務
長
官
と
の
会
談

で
「
日
米
合
意
（
普
天
間
基
地
を
名
護
市
辺
野
古
に
「
移
設
」

す
る
）
を
着
実
に
実
施
す
る
と
の
方
針
に
変
わ
り
は
な
い
」
と

の
べ
、
長
官
を
安
心
さ
せ
ま
し
た
。
「
２
プ
ラ
ス
２
」
（
日
米

安
全
保
障
協
議
委
員
会
）
が
６
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
る
と
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。
「
２
プ
ラ
ス
２
」
の
開
催
は
、
「
日
米
合
意
」

を
前
に
進
め
る
の
が
狙
い
で
す
。

沖
縄
県
民
は
「
日
米
合
意
」
の
白
紙
撤
回
を
要
求
し
て
い
ま

す
。
「
２
プ
ラ
ス
２
」
開
催
強
行
は
、
普
天
間
基
地
の
閉
鎖
・
撤
去
と
辺
野
古
へ
の

「
移
設
」
反
対
の
沖
縄
県
民
の
総
意
を
無
視
す
る
も
の
で
す
。

か
つ
て
は
「
移
設
」
に
理
解
を
示
し
て
い
た
仲
井
真
弘
多
知
事
も
、
昨
年
１
１
月
の

知
事
選
で
示
さ
れ
た
県
民
の
意
志
を
前
に
「
県
内
移
設
は
き
わ
め
て
困
難
」
と
い
っ
て

い
ま
す
。

新
基
地
は
、
２
本
の
滑
走
路
を
も
ち
、
ヘ
リ
パ
ッ
ド
（
ヘ
リ
離
着
陸
帯
）
も
大
型
艦

船
が
使
え
る
軍
港
も
兼
ね
備
え
た
、
世
界
各
国
へ
の
軍
事
介
入
態
勢
を
強
め
る
も
の
で

す
。
「
２
プ
ラ
ス
２
」
を
開
き
、
「
移
設
」
に
備
え
て
新
基
地
の
位
置
や
形
状
を
決
め

る
な
ど
許
さ
れ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
沖
縄
県
民
よ
り
日
米
の
軍
事
同
盟
を

優
先
す
る
、
対
米
追
随
姿
勢
の
き
わ
み
と
い
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

救
援･

復
興
に
全
力
注
げ

い
ま
東
日
本
大
震
災
と
収
束
の
め
ど
が
立
た
な
い
原
発
事
故
と
い
う
未
曽
有
の
事
態

に
直
面
し
、
国
の
総
力
を
あ
げ
た
対
策
が
必
要
な
と
き
で
す
。
菅
首
相
の
仕
事
は
山
積

み
で
す
。

米
軍
の
被
災
者
支
援
と
い
う
行
動
を
口
実
に
し
て
、
や
っ
ぱ
り
「
日
米
同
盟
」
が
大

切
だ
と
沖
縄
県
民
に
新
基
地
を
押
し
付
け
、
憲
法
違
反
の
日
米
軍
事
同
盟
を
強
化
す
る

な
ど
も
っ
て
の
ほ
か
で
す
。

政
府
は
沖
縄
新
基
地
計
画
や
憲
法
違
反
の
日
米
軍
事
同
盟
強
化
を
優
先
す
る
の
で
は

な
く
、
国
民
の
救
援
・
復
興
に
こ
そ
全
力
を
あ
げ
る
べ
き
で
す
。

ご存知ですか！

現在の「被災者生
活支援法」では住

宅が

全壊では３００万
円が支給されます。

しかし、米軍にま
わす思いやり予算

など

３２００億円があ
れば、東日本大震

災

で被害が出た全壊・
半壊・流失家屋

２万６５１３戸す
べてに

１,２００万円を支給
することができ

るのです。

ご存知ですか！
北沢防衛相などは、米軍への「思いやり予算」は、「トモダチ作戦」への“見返り”のような言い方をします。しかし、米軍の「トモダチ作戦」支出総額は、８０００万㌦（約６８億円）で、今年度思いやり予算１８５８億円の約３０分の１です。米軍が本当に日本人を“友だち”と思ってくれるのなら、思いやり予算を辞退すべきではないでしょうか。

沖
縄
の
米
軍
普
天
間
基
地
の
名
護
市
辺
野
古
へ
の
「
移
設
」
へ
、

政
府
が
再
び
動
き
だ
し
て
い
ま
す
。
大
震
災
と
原
発
事
故
の
混
乱

に
ま
ぎ
れ
て
の
強
行
は
許
せ
ま
せ
ん
。
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